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２ 指導案作成について

社会科学習指導案の形式を以下に示している。留意点はゴシック体で記述（見出し

は除く）している。それらに留意しながら，授業が見える指導案になるように作成し

ていく。ここではp.23から掲載している実践例を指導案形式に置き換えている。

社会科学習指導案
指導者 ○○ ○○

１ 日時 平成○○年 ○月 ○日（木）第5校時
２ 学年 第3学年1組 30名
３ 単元 「わたしたちのくらしとものをつくる仕事－かきを育てる仕事－」

４ 単元について
○（教材について）

教材研究の成果や教材の価値を記述する。
○（子どもの実態について）

社会科授業にかかわる子どもの実態や子どもと社会との関わりについ
て記述する。

○（指導にあたって）
子どもの実態に基づいて，単元の内容を学習していく上での具体的な

手だてや，その手だてによってめざす子どもの姿を記述する。
p.2から示してある「広島の社会科」が育てる子どもの姿にかかわる指導

観があれば記述する。

５ 単元の目標
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・することができる。
理解・態度目標と能力目標の2観点で記述する場合と，関心・意欲・態度，

思考・判断・表現，技能，知識・理解の4観点について記述する場合がある。

６ 単元の評価規準

社会的事象への 社会的な 観察・資料活用の 社会的事象について
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 の知識・理解

① ～に関心をも ① 学習問題や予 ① ～について必 ① ～（調べる対象）
ち，意欲的に調 想，学習計画を 要な情報を集め， を理解している。
べている。 考え，表現して 読み取っている。② ～（事象の意味

② ～を考えよう いる。 ② ～にまとめて や特色，相互の関
としている。 ② ～を（関連付 いる。 連）を理解してい

けたり，比較し る。
たり，総合した
りして）考え，
適切に表現して
いる。

①は学習意欲に ①は学習計画立 ①は調べること ①は学習指導要領
関するものを記述 案に関するものを に関するものを記 のア・イ・ウ…に関
する。 記述する。 述する。 する調べる対象を理

②は社会参画に ②は調べたこと ②は調べたこと 解しているかどうか
関するものを記述 から考え表現する をまとめることに について記述する。
する。 ことに関するもの 関することを記述 ②は社会的事象の

を記述していく。 する。 意味，特色，相互の
関連に関するものを
記述する。
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７ 学習指導計画（全13時間・本時9／13）

過程 ねらい 主な学習活動と内容 ■教師の働きかけ □評価 ☆資料

社 で ・ ・ ・ ・ ・ ・ ① ・・・・・・・
会 あ ・ ・ ・ ・ ・ に 関 ・・・・・・する。
認 う 心 を も つ こ と が （学習活動を記述す
識 できる。 る）
を
育 学 習 活 動 が 学習活動①での学習問題を記述する。
て も つ 意 味 を 記
る 述する ・（ 学 習 内 容 を 記 述 ■ ・・・・することによって，
場 する） ・・・・ができるようにする。

（教師の支援の立場に立った表
現をする）

□ 関①：授業後の感想

単元の評価，規準番号 評価方法

評価に関しては，本時のねら
いと関連付けて，評価規準番号
と評価方法を学習活動ごとに記
述する。

☆ ・・・・（資料を記述する。）

既 習 事 項 と 関 ② 広島のかきの生
連 付 け た 学 習 問 産量が日本一であ
題 を つ く り ， そ ることから，学習
れ に 対 す る 予 想 問題をつくり，学
を 考 え る こ と が 習問題に対する予
できる。 想を考える。

なぜ，広島のかきの生産量は日本一なのだろうか。

二重線で単元を貫く学習問題を記述する。

・ 昔からかきがた ■ 複数の学習問題が出てきた場
くさんいたから。 合は，これまでの学習の関連性

・ 広島の海の自然 やより世の中のことが分かるも
がかきに合ってい のを問いかけることによって，
たから。 学習する価値の高い学習問題を

・ たくさんの人た 絞っていくことができるように
ちが努力したから。 する。

□ 思①：ワークシート
☆ 都道府県別かきの生産量

学 習 問 題 を 解 ③ 前時に考えた予
決 し て い く た め 想について協議し
の ， 適 切 な 学 習 ながら，何をどの
計 画 を 立 て る こ ように調べていけ
とができる。 ば学習問題を解決

していくことがで
きるか話し合う。

広島のかきの生産量が日本一の理由を調べていくた
めの計画を立てよう。

・ かきの生態につ ■ 予想を分類して掲示することで
いて，図書室で調 調べていくことを整理できるよう
べる。 にする。
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ふ か き の 生 態 や ④ かきについて知
か 店 頭 に 並 ん で い っていることを発
め る か き は 養 殖 さ 表したり，かきク
る れ て い る こ と が イズをしたりしな

分かる。 がら，かきの生態
を調べる。

かきって，どのような生き物なのだろうか。

・ かきの餌はプラ ■ クイズ形式にすることで，興
ンクトンである。 味・関心を高めながら学習でき

・ かきは産卵後2週 るようにする。
間程度で海水中の □ 知①：小テスト
固着物に付着し，
一生そこから離れ
ない。

・ かきはいかだで
養殖されている。

実 い か き 養 殖 業 者 ⑨ 既習事項を想起
践 か の 抱 え る 問 題 点 しながら，かき養
的 す に 基 づ い て 考 え 殖業者の願いを予
な て い く こ と で ， 想し，協議してい
力 そ れ に 携 わ る 人 く。
を 々 の 願 い を 導 き
育 出 す こ と が で き かきの養殖をされている方々は，どのような願いを
て る。＜本時＞ もっているのだろうか。
る
場 ・ 生産量を増やし ■ 前時の学習したかき業者の抱

ていきたいと願っ える問題点を掲示することで，
ている。 かき養殖業者の願いを導き出す

・ 品質のよいかきを ことができるようにする。
つくって高く売れる □ 思②：ふり返りカード
ことを願っている。 ☆ かき養殖業者の抱える問題点

・ かきの中身を取り
出す作業を楽にした
いと願っている。

か き 養 殖 業 者 ⑩ 既習事項を想起し
の 願 い を 実 現 し ながら，かき養殖業
て い く た め の 問 者の願いが実現して
題点が分かる。 いくための問題点を

話し合う。

かきの養殖をされている方々の願いを実現していく
ためには，どのような問題点があるのだろうか。

・ かきが嫌いな人も ■ ノートを見返すことでこれま
いる。 での既習事項を活かしながら，

・ 赤潮が出ると育て 問題点を導き出すことができる
たかきが死んでしま ようにする。
う。 □ 思②：ワークシート

・ かきの中身を取り ☆ かき養殖業者の抱える問題点
出すことを機械でで
きるようにするには
コストがかかる。

・ 中国山地の森林が

８ 本時の目標と評価方法
かき養殖業者の抱える問題点に基づいて考えていくことで，それに携わる

人々の願いを導き出すことができる。［思②：ふり返りカード］
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９ 本時の学習展開

学習活動・内容 ■教師の働きかけ ☆資料・準備物

１ 前時の感想を発表しなが ■ ・・・・することによって，・・・・ができ
ら本時の学習問題をつくる るようにする。

具体的な学習活動を記 ※ 教師の手だてによって，子どもに何をで
述する。 きるようにしたいのかという文章形式で記

述する。

かきの養殖をされている方々は，どのような願いをもっているのだろうか。
＜本時の学習問題を罫線で囲みで記述する＞

２ 学習問題に対する予想を ■ 前時の学習したかき業者の抱える問題点を掲
考え，ノートに記述する。 示することで，かき養殖業者の願いを予想する
・赤潮やかきのえさが減っ ことができるようにする。

てきたことで生産量が減 ☆ かき養殖業者の抱える問題点
少している。

・ かきの人気が下がって ※ 資料や準備物などについては，どのよう
きて，かきの値段も下が に活用するのか，指導上の留意点として記
ってきている。 述する。

※ 配慮が必要な児童への手だてが必要な場
学 習 活 動 で 獲 得 で き ではその手だても記述する。

る学習内容を記述する。

３ 予想を小グループで交流 ■ 小グループで交流することで，予想を考える
した後，全体で意見を協議 ことができなかった児童も，考えることができ
していく。 るようにする。

■ かき養殖業者の抱える問題点と子どもたちの
予想を比較しながら考えることで，かき養殖業
者の願いを導き出せるようにする。

４ 学習問題を確認しながら ■ 学習のまとめを子どもの言葉でうまくまとめ
本時の学習で分かったこと ることができない場合は，本時のまとめを穴埋
をまとめる。 め問題で提示することで，適切なまとめができ
・ 生産量を増やしていき るようにする。

たいと願っている。
・ 品質のよいかきをつく

って高く売れることを願
っている。

・ かきの中身を取り出す
作業を楽にしたいと願っ
ている。

５ 授業後の感想をふり返り ■ 本時の学習内容が理解できているかどうか判
カードに書く。 定できるように配付したふり返りカードに感想

を書くようにする。
☆ ふり返りカード

10 授業観察の観点
本時の学習で，かき養殖業者の抱える問題点と子ども達が予想したかき養

殖業者の願いを比較しながら考える学習活動を取り入れたことは，それに携
わる人々の願いを導き出していく方法として有効な手だてであったか。

研究主題にかかわるものや研究の手引きに示されている内容で，本時で観察し
てほしい観点を明記する。協議会時には，協議の柱として話合いを深めていく。

11 参考資料（出典）
○筆者・編著者『 』，出版社，○○○○年


